〈特集〉「ゆとり教育論争」が中等社会科教育に問いかけたもの(〈第32回大会シンポジウム「『ゆとり世代』を教師として迎え始めた中等社会科教育界 : 『失われた10年』批判に社会科教師はどう応えるのか」〉) by 三橋 浩志 & Hiroshi Mitsuhashi
【 特 集 】
〈第 32 回 大 会 シ ン ポ ジ ウ ム 「 『 ゆ と り 世 代 』 を 教 師 と し て 迎 え 始 め た 中 等 社 会 科 教 育 界 一 『 失 わ れ た 10 年 』 批 判 に 社 会 科
教 師 は ど う 応 え る の か ー 」 〉
「 ゆ と り 教 育 論 争 」 が 中 等 社 会 科 教 育 に 問 い か け た も の
1. は じ め に
平 成 10 年 版 学 習 指 導 要 領 1) に よ る 教 育 課 程 が 展 開
さ れ た 時 期 メ デ イ ア 等 で は 「 ゆ と り 教 育 論 争 」 が 展
開 さ れ た 。 平 成 10 年 版 学 習 指 導 要 領 の も と ， 平 成 14
年 (2002 年）から約 10 年間，児童• 生 徒 の 体 験 を 重
視 し ， 知 識 の 習 得 に 加 え て 思 考 力 や 判 断 力 を よ り 重 視
す る 教 育 が 全 国 の 教 室 で 実 践 さ れ た 。 一 方 で ， 週 5 日
制 で 授 業 時 間 が 少 な く な っ て い る こ と に 加 え ， 学 習 内
容 が 厳 選 さ れ た た め ， 「 学 ぶ 知 識 量 が 少 な す ぎ る 」 と
の 批 判 を 招 く こ と に な っ た 2) 。 ま た ， 主 要 教 科 に 加 え
て 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 が 設 定 さ れ ， 教 科 の 枠 組 み
を 超 え て 子 供 達 が 自 ら 課 題 を 設 定 し 解 決 す る 学 習 を 目
指 し た が 結 果 と し て ， 教 員 の 指 導 力 に よ っ て 学 習 成
果 に バ ラ ッ キ も 見 ら れ た 匹
「 学 ぶ 知 識 量 が 減 少 す る ＝ 学 力 の 低 下 」 等 の 「 ゆ と
り 教 育 批 判 」 が メ デ イ ア を 騒 が せ る な か 見 中 央 教
育 審 議 会 は ， 平 成 10 年 版 学 習 指 導 要 領 に よ る 教 育 を
「 成 果 は あ っ た も の の 課 題 も 残 る 」 と 平 成 20 年 1 月 に
総 括 し た 5) 。 そ し て ， 「 『 体 験 ， ゆ と り 』 か 『 知 識 詰
め 込 み 』 か で は な く 「 生 き る 力 」 を は ぐ く む 教 育 を
目 指 し ， 基 礎 的 な 知 識 や 技 能 の 習 得 と 思 考 力 ， 判 断
カ ， 表 現 力 の 育 成 を 目 標 と す る 」 と い う 方 向 性 を 答 申
し ， 平 成 20 年 版 学 習 指 導 要 領 を 改 訂 し た 凡
こ の よ う な 「 ゆ と り 教 育 」 を 巡 る 議 論 が 10 年 近 く
に わ た っ て 行 わ れ て き た が ， こ の 論 争 を 再 整 理 す る こ
と は ， 中 等 社 会 科 教 育 を 巡 る 議 論 へ の 示 唆 を 与 え る も
の と 思 わ れ る 。 例 え ば ， 中 等 社 会 科 教 育 は ， 歴 史 学 ，
地 理 学 ， 経 済 学 ， 社 会 学 ， 法 律 学 ， 政 治 学 ， 哲 学 ， 倫
理 学 な ど の 個 別 基 礎 学 問 を 基 盤 に お き つ つ ， 子 供 の 体
験 や 課 題 意 識 を 中 心 に 据 え て 様 々 な 社 会 課 題 を 総 合 的
に 解 決 す る 学 習 が 展 開 さ れ て い る 。 一 方 ， 中 等 社 会 科
は ， そ の 誕 生 時 か ら 「 「 各 科 目 （ 学 問 ） の 系 統 性 」 と
「 生 徒 の 経 験 か ら の 学 び に よ る 教 科 の 総 合 性 」 の バ ラ
ン ス 」 が 論 点 と な っ て き た 歴 史 が あ る 7) 。 平 成 10 年 版
学 習 指 導 要 領 で 重 視 さ れ た の は 個 別 学 問 の 知 識 を 縦
割 り 的 に 学 習 す る こ と で は な く ， 「 生 き る 力 」 と し て
総 合 的 な 思 考 ・ 判 断 力 を 活 用 し た 課 題 解 決 能 力 を 育 成
す る こ と で あ っ た 。 こ れ は ， 「 個 別 学 問 の 系 統 性 」 と
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「 社 会 科 の 総 合 性 」 等 が 議 論 と な る 中 等 社 会 科 教 育 を
巡 る 言 説 と 相 通 じ る も の が あ る 。 従 っ て ， 「 ゆ と り 教
育 論 争 」 に お け る 「 『 体 験 ， ゆ と り 』 か 『 知 識 ， 詰 め
込 み 』 か 」 ， の 論 点 を 整 理 す る こ と は ， 中 等 社 会 科 教
育 を 巡 る 議 論 へ の 示 唆 を 与 え る も の と 思 わ れ る 。
そ こ で ， 本 稿 は ， ま ず 「 ゆ と り 教 育 」 と 呼 ば れ る 平
成 10 年 版 学 習 指 導 要 領 の 策 定 背 景 と 理 念 を 中 央 教 育
審 議 会 の 答 申 等 か ら 分 析 す る 。 ま た ， 文 献 等 を 中 心
に ， 「 ゆ と り 教 育 」 を 巡 る 論 評 を 整 理 ， 分 析 す る 。 そ
の 際 は ， 「 学 習 時 間 と 学 力 」 の 関 係 に つ い て も 若 干 触
れ る 。 そ し て ， 平 成 20 年 版 指 導 要 領 改 訂 に 際 し て の
議 論 も 再 整 理 す る こ と で ， 中 等 社 会 科 教 育 の あ り 方 ，
特 に 系 統 性 と 総 合 性 の バ ラ ン ス な ど を 検 討 す る 視 点 を
抽 出 し ， 示 唆 を 得 る こ と と す る 。
2 .  「 ゆ と り 教 育 」 導 入 の 背 景 と 目 的
「 ゆ と り 教 育 」 と 呼 ば れ る 平 成 10 年 版 学 習 指 導 要 領
の 背 景 や 目 的 は ， 平 成 8 年 (1996 年） 7 月 に 発 表 さ れ
た 「 中 央 教 育 審 議 会 答 申 （ 第 1 次）」 8) か ら 窺 い 知 る
こ と が 出 来 る 。 平 成 8 年 中 教 審 答 申 は ， 今 後 の 社 会 の
変 化 と 教 育 の 方 向 性 に つ い て 「 今 後 の 我 が 国 は ， 個 性
が 尊 重 さ れ ， 真 に 豊 か な 成 熟 社 会 を 実 現 。 国 際 化 ， 情
報 化 科 学 技 術 の 発 展 ， 高 齢 化 や 少 子 化 な ど の 社 会 の
変 化 へ 適 切 に 対 応 し ， 個 性 的 な 人 材 や 創 造 的 な 人 材 の
育 成 が 不 可 欠 。 そ の た め に は ， 「 ゆ と り 」 の 中 で 「 生
き る 力 」 を は ぐ く み ， 一 人 一 人 の 能 カ ・ 適 性 に 応 じ た
教 育 を 展 開 ・ ・ ・ 。 」 と 示 し た 。 つ ま り ， 工 業 化 社 会 か ら
知 識 情 報 化 社 会 に 変 化 す る な か で ， 子 供 達 が 定 型 的 な
知 識 を 暗 記 す る こ と に 留 ま ら ず ， 自 ら 積 極 的 に 学 び ，
自 ら 課 題 等 を 解 決 す る 力 を 身 に つ け る 必 要 性 を 提 起 し
た 。 平 成 8 年 中 教 審 答 申 を 踏 ま え て ， 平 成 10 年 版 学
習 指 導 要 領 の 直 前 に 公 表 さ れ た 「 教 育 課 程 審 議 会 答
申 」 ， ） で は ， 「 学 力 は 単 な る 知 識 の 量 と 捉 え る の で は
な く ， 自 ら 学 ぶ 自 ら 考 え る 力 な ど の 『 生 き る 力 』 を 身
に 付 け て い る か ど う か に よ っ て 捉 え る べ き で あ る 」 と
し ， 昭 和 62 年 (1987 年 ） 教 育 課 程 審 議 会 答 申 の 「 新
し い 学 力 観 」 を 発 展 さ せ た 10) 。
中 等 社 会 科 教 育 で は ， 「 「 学 び 方 」 を 学 ぶ 」 と い う 方
向 性 が 提 示 さ れ た 。 例 え ば ， 中 学 校 社 会 科 の 地 理 的 分
野 の 平 成 10 年 版 学 習 指 導 要 領 に は ， 「 … 二 つ 又 は 三 つ
の 都 道 府 県 を 事 例 と し て 選 び ， 具 体 的 に 取 り 扱 う よ う
に す る こ と 。 な お ， 事 例 と し て 取 り 上 げ る 都 道 府 県 に
つ い て は ， 学 校 所 在 地 の 都 道 府 県 を 含 め て 選 び ， そ れ
ぞ れ 特 色 あ る 視 点 や 方 法 で 追 究 す る よ う に す る こ と 。 」
や 「 … 二 つ 又 は 三 つ の 国 を 事 例 と し て 選 び ， 具 体 的 に
取 り 扱 う よ う に す る こ と 。 な お ， 事 例 と し て 取 り 上 げ
る 国 に つ い て は ， 近 隣 の 国 を 含 め て 選 び ， そ れ ぞ れ 特
色 あ る 視 点 や 方 法 で 追 究 す る よ う に す る こ と 。 」 の よ
う に 従 来 の 日 本 や 世 界 を 網 羅 的 に 学 ぶ の で は な く ，
数 地 域 を 学 ぶ こ と で 「 「 学 び 方 」 を 学 ぶ 」 こ と が 明 示
さ れ た 。 教 科 書 も 2 , 3 の 国 ， 2 ,  3 の 都 道 府 県 を 事 例
と し て 扱 う 構 成 と な り ， 「 47 都 道 府 県 を 網 羅 的 に 学 校
で 学 習 し な い 」 11) こ と が メ デ イ ア 等 で 話 題 と な っ た 。
一方，「生きる力」とは，児童• 生 徒 が 自 分 で 課 題
を 見 つ け ， 自 ら 学 び ， 自 ら 考 え ， 主 体 的 に 判 断 ・ 行 動
し ， よ り よ く 問 題 を 解 決 す る 能 力 で あ る と さ れ た 。 そ
し て ， 自 ら を 律 し つ つ ， 他 人 と 協 調 し ， 他 人 を 思 い や
る 心 や 感 動 す る 心 な ど ， 豊 か な 人 間 性 と た く ま し く 生
き る た め の 健 康 や 体 力 を 育 む 力 を 重 視 し た 教 育 が 実 践
さ れ た 。
ま た ， 平 成 10 年 版 学 習 指 導 要 領 で は ， 「 総 合 的 な 学 習
の 時 間 」 を 新 設 し ， 学 習 内 容 を 厳 選 し ， 「 「 学 び 方 」 を 学
ぶ 」 学 習 」 へ と 転 換 し た 。 さ ら に ， 観 点 別 評 価 の 充 実 を
図 り ， 一 方 で ， 学 習 指 導 要 領 の 基 準 性 は 「 標 準 課 程 （ 歯
止 め 規 定 ） 」 か ら 「 最 低 基 準 」 へ と 転 換 さ れ た 。
3 .  「 ゆ と り 教 育 批 判 」 の 文 脈 整 理
こ の よ う な 期 待 を 受 け て ス タ ー ト し た 平 成 10 年 版
学 習 指 導 要 領 で あ る が ， 実 施 前 か ら メ デ イ ア 等 で 「 ゆ
と り 教 育 」 に 対 す る 様 々 な 議 論 が 展 開 さ れ た 。 そ の 背
景 に は ， 週 5 日 制 の 完 全 実 施 に よ り 授 業 時 数 が 減 少
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し， さ ら に 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 の 設 定 で 従 来 の
教 科 ・ 科 目 の 学 習 内 容 を 2 ・ 3 割 削 減 す る 「 厳 選 」 が
行 わ れ た こ と に あ る 。 学 習 内 容 の 厳 選 が ， 学 ぶ べ き 知
識 の 減 少 と な り ， ひ い て は 子 供 の 学 力 が 低 下 す る の で
は， と の 懸 念 が 聞 か れ た 。 例 え ば ， 「 小 学 校 で は 都 道
府 県 名 や そ の 位 置 を 学 ぶ 機 会 す ら な い 。 中 学 校 社 会 科
の 地 理 分 野 で は ， 日 本 は 2, 3 の 都 道 府 県 ， 世 界 は 2,
3 の 国 や 地 域 し か 学 習 し て い な い 」 ， 「 小 学 校 の 算 数 で
は 円 周 率 を 3 と し て 計 算 し て い る 」 ， 「 小 学 校 で は 台 形
の 面 積 を 求 め る 公 式 を 覚 え な い 」 と い っ た 学 習 内 容 ，
特 に 形 式 知 の 削 減 を 懸 念 す る 論 調 が メ デ イ ア を 騒 が せ
た 。 諸 課 題 を 子 供 達 が 自 ら 設 定 し て 主 体 的 に 考 察 ， 解
決 す る 学 習 活 動 ， す な わ ち 「 生 き る 力 」 を 育 成 す る た
め に は ， そ の 土 台 と な る 基 礎 基 本 の 知 識 も 必 要 で あ る
が ， そ の 基 礎 的 な 知 識 不 足 を 懸 念 す る 論 調 が 多 々 展 開
さ れ た 。 そ し て ， 学 力 を 知 識 量 で 捉 え る 論 者 も 多 い こ
と か ら ， 多 く の メ デ イ ア で 「 ゆ と り 教 育 批 判 」 が 展 開
さ れ た 12) 。 そ の 結 果 ， 平 成 10 年 版 学 習 指 導 要 領 は ，
十 分 な 国 民 の 理 解 を 得 る に は 至 っ て い な か っ た 13¥
一 方 で ， 週 5 日 制 導 入 に よ る 授 業 時 間 の 削 減 が ， 子
供 の 学 力 に 影 響 す る の で は ， と の 批 判 も 多 か っ た 。 そ
こ で ， 主 要 国 の O E C D ・ P I S A 調 査 14) の 得 点 と ， 主 要
国 の 授 業 時 間 数 の 相 関 を 整 理 す る と ， 図 1 の と お り で
あ る 。 授 業 時 間 数 と P I S A 調 壺 の 国 別 平 均 点 は ， 必 ず
し も 正 の 相 関 に は な っ て い な い 。 子 供 一 人 一 人 を ミ ク
ロ 的 に 捉 え る と ， 学 習 時 間 の 長 短 は ， 学 力 を 規 定 す る
重 要 な 要 因 で あ る 。 し か し ， 国 家 と し て 規 定 し た 授 業
時 間 数 の 長 短 は ， 必 ず し も 国 と し て の 学 力 の 平 均 点 を
規 定 し て い る と は 言 え な い 面 も あ る 。 「 週 5 日 制 は 学
力 低 下 を 招 く 」 と い う 論 調 は ， 単 純 に 議 論 す る こ と は
困 難 と い え る 。 授 業 時 間 数 の 長 短 と 学 力 の 関 係 は ， 学
カ の 定 義 代 表 値 と し て の 平 均 値 の 意 味 な ど ， 他 の 要
因 も 加 味 し た 丁 寧 な 議 論 が 必 要 と い え る 15¥
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図 1 授 業 時 間 と P I S A 得 点 の 関 係 （ 主 要 国 の 比 較 ）
資 料 ： P I S A 2 0 1 2 調 査 16) と 文 部 科 学 省 各 国 授 業 時 間 数 調 査 (2005 年） 17) を も と に 作 成
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次 に ， 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 で は ， 子 供 た ち が 自
主 的 ， 主 体 的 な 学 び に 取 り 組 む 素 晴 ら し い 授 業 が 多 々
実 践 さ れ た 。 一 方 で ， 「 総 合 の 時 間 で ， 何 を 教 え て 良
い か 分 か ら な い ・ ・ ． 」 と 悩 む 教 員 も 多 数 存 在 し た 。
ま た ， 教 科 を ま た が る 教 育 内 容 全 て を 教 員 が 担 当 す る
こ と は 難 し い た め ， 地 域 の 様 々 な 人 材 が 関 与 し ， 地 域
で 教 材 を 開 発 す る 必 要 が 当 初 よ り 提 起 さ れ て い た が ，
実 際 は ， 地 域 と 学 校 の 連 携 が 思 っ た ほ ど 進 ま な か っ
た 。 そ の 結 果 ， 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 の 学 習 効 果 が ，
個 々 の 教 員 の 資 質 に 大 き く 左 右 さ れ る ， と の 指 摘 が 多
数 見 ら れ た 18) 。 社 会 科 教 育 界 に は ， 初 期 社 会 科 で 「 既
存 の 学 問 成 果 を 軽 視 し た 這 い 回 る 経 験 主 義 社 会 科 」 と
の 批 判 に 晒 さ れ た 経 験 が あ っ た に も 関 わ ら ず ， 「 総 合
的 な 学 習 の 時 間 」 の 授 業 実 践 を 牽 引 し た と は 言 い 難
ぃ 。 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 の あ り 方 検 討 や 実 践 に お
い て ， 中 等 社 会 科 教 育 界 の 果 た し た 役 割 を 検 証 す る こ
と も 重 要 で あ る 。
表 1 は ， こ の よ う な 「 ゆ と り 教 育 」 を 巡 る 論 調 を 整
理 し た も の で あ る 。 「 ゆ と り 教 育 批 判 」 は ， イ デ オ ロ
ギ ー や 子 供 観 の 違 い を 超 え て ， 様 々 な 論 点 が 提 示 さ れ
て お り 子 供 観 や イ デ オ ロ ギ ー で 整 理 で き な い こ と に 留
意 す る 必 要 が あ る 。
表 1 主 な 学 力 低 下 論 ・ ゆ と り 教 育 論 の 類 型
「 ゆ と り 教 育 」 に 肯 定 的 「 ゆ と り 教 育 」 に 否 定 的
教 育 過 剰 論 ， 新 自 由 国 際 競 争 力 低 下 論 ，
国 家 ・ 社 会 の
主 義 的 教 育 学 習 意 欲 論 ・ 階 層 化 論
観 点
（ 石 原 慎 太 郎 ， 三 浦 朱 （ 西 村 和 雄 ， 和 田 秀 樹 ，
門 等 ）
苅 谷 剛 彦 ， 陰 山 英 男 等 ）
児童•生徒中心主義
学 習 権 論 ， 吹 き こ ぼ
的 教 育 論 体 験 型 ・
児童•生徒の
参 加 型 学 習 論
れ 論
観 点
（ 寺 脇 研 ， 加 藤 幸 次
高 浦 勝 義 等 ）
（ 組 合 系 等 ）
資 料 ： 山 内 乾 史 ・ 原 清 治 『 学 力 論 争 と は な ん だ っ た の か 』 ミ
ネ ル ヴ ァ 書 房 ， 2005 年 を も と に 作 成 19)
4 .  「 ゆ と り 教 育 批 判 」 を ど の 様 に 総 括 し 平 成 2 0 年
版 学 習 指 導 要 領 に 繋 げ た か
「 学 力 低 下 」 ， 「 基 礎 基 本 の 軽 視 」 と い う 平 成 10 年 版
学 習 指 導 要 領 へ の 批 判 が 高 ま る 中 ， 平 成 2 0 年 版 学 習
指 導 要 領 の 検 討 が ， 平 成 17 年 (2005 年 ） よ り 中 央 教
育 審 議 会 初 等 中 等 教 育 分 科 会 教 育 課 程 部 会 で ス タ ー ト
し た 。 そ こ で ， 「 ゆ と り 教 育 」 と 呼 ば れ る 平 成 10 年
版 学 習 指 導 要 領 は ど の 様 に 総 括 さ れ た の か 。 中 央 教 育
審 議 会 で は ， 「 基 礎 的 な 知 識 は ， き ち ん と 習 得 さ れ て
い る ， 問 題 な い 」 ， と 平 成 2 0 年 (2008 年 ） に 総 括 し
た 20) 。 む し ろ ， 平 成 10 年 版 学 習 指 導 要 領 が 重 視 し ，
今 後 子 供 た ち が 社 会 に お い て 必 要 と さ れ る 「 思 考 力 ，
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判 断 力 ， 表 現 力 ， す な わ ち 「 生 き る 力 」 は ま だ 達 成 で
き て い な い 」 ， と の 総 括 が な さ れ た 。
平 成 20 年 版 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 に 向 け て ， 中 教 審
は ， 「 ゆ と り 」 か 「 詰 め 込 み 」 か ， と い っ た 二 項 対 立
で は な く ， 変 化 の 激 し い 時 代 を 担 う 子 ど も た ち に ， こ
の 二 項 対 立 を 乗 り 越 え る 学 習 を 提 供 す る こ と が 重 要 で
あ る ， と 提 起 し た 。 そ し て ， 「 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 ・
技 能 の 習 得 」 と 「 こ れ ら を 活 用 す る 思 考 カ ・ 判 断 カ ・
表 現 力 等 」 を い わ ば 車 の 両 輪 と し ， 相 互 に 関 連 さ せ な
が ら 伸 ば し て い く こ と を 求 め る 答 申 を 行 っ た 21¥
こ の よ う な 中 央 教 育 審 議 会 答 申 の 文 脈 は ， 中 等 社 会
科 教 育 に も 様 々 な 示 唆 を 与 え て い る 。 「 中 等 社 会 科 教
育 を 巡 る 問 い 」 と し て ，
・ 「 学 問 の 系 統 性 」 と 「 社 会 科 と し て の 総 合 性 」 の
バ ラ ン ス
・ 「 知 識 重 視 」 と 「 生 徒 の 見 方 ・ 考 え 方 重 視 」 の バ
ラ ン ス
・ 「 学 問 の 科 学 性 重 視 」 と 「 生 徒 の 経 験 ・ 体 験 重 視 」
の バ ラ ン ス
と い っ た 課 題 が 従 来 か ら 指 摘 さ れ て き た 。 同 様 の 課 題
が 「 ゆ と り 教 育 論 争 」 と し て 議 論 さ れ て き た が ， そ の
総 括 で あ る 平 成 20 年 の 中 央 教 育 審 議 会 答 申 で は ， 「 ゆ
と り 」 か 「 詰 め 込 み 」 の 二 項 対 立 を 超 え た 学 習 へ の 昇
華 の 可 能 性 を 打 ち 出 し て い る 。 そ し て ， 「 基 礎 的 ・ 基
本 的 な 知 識 ・ 技 能 の 習 得 」 と 「 こ れ ら を 活 用 す る 思 考
カ ・ 判 断 カ ・ 表 現 力 等 」 を 車 の 両 輪 と す る 学 習 を 展 開
す る 教 育 課 程 を 提 示 し ， 既 に 全 国 の 学 校 現 場 で 授 業 実
践 が 展 開 さ れ 始 め て い る 。 平 成 20 年 版 学 習 指 導 要 領
の も と ， バ ラ ン ス に 配 慮 さ れ た 授 業 実 践 が 積 み 重 な る
こ と が 期 待 さ れ て い る 。
5 「 ゆ と り 教 育 論 争 」 が 中 等 社 会 科 教 育 に 問 い か け
た も の
以 上 の よ う に ， 「 ゆ と り 教 育 論 争 」 が 平 成 10 年 以 降
展 開 さ れ た が 竺 こ の 論 争 は ， 中 等 社 会 科 教 育 と 同 様
の 課 題 を 抱 え て い た こ と が 窺 え る 。 平 成 10 年 版 学 習
指 導 要 領 が 重 視 し た 「 生 き る 力 」 を 中 核 に 据 え た 学 習
は ， 中 等 社 会 科 教 育 に と っ て は ， 戦 後 教 育 改 革 期 の カ
リ キ ュ ラ ム 理 念 ， い わ ゆ る 経 験 主 義 ， 問 題 解 決 能 力 ，
総 合 的 判 断 力 に 立 脚 し た 「 初 期 社 会 科 」 の 理 念 に 近 い
概 念 で あ っ た と も い え る 。 従 っ て ， 中 等 社 会 科 教 育 界
は ， 平 成 10 年 版 学 習 指 導 要 領 で 展 開 さ れ た 授 業 実 践
に 関 す る 総 括 を 行 い ， 「 初 期 社 会 科 」 と の 共 通 点 と 相
違 点 を 把 握 し ， 次 の 中 等 社 会 科 教 育 の あ り 方 を 探 る こ
と が 求 め ら れ て い る 。
そ の 際 現 在 は ネ ッ ト 社 会 ， 情 報 化 社 会 で あ り ， ス
マ ー ト フ ォ ン 等 で 個 別 知 識 は い つ で も ， ど こ で も 検 索
し て 獲 得 す る こ と が 可 能 で あ る 。 「 ゆ と り 教 育 批 判 」
は ， 知 識 量 の 削 減 が 争 点 と な っ た が ， ネ ッ ト 等 で 獲 得
可 能 な 知 識 ， す な わ ち 形 式 知 は ， 時 代 と 共 に 変 化 す る
も の で あ り ， 陳 腐 化 す る も の と い え る 。 生 徒 が 学 ぶ 形
式 知 は ， 学 校 で 学 習 し て 完 成 で は 無 く ， 生 涯 を か け て
更 新 す る 必 要 も あ る 23) 。 生 徒 は も と よ り ， 教 師 も ， 学
習 指 導 の ベ ー ス と な る 知 識 は 絶 え ず 更 新 す る こ と が 重
要 と な っ て お り ， 学 問 の 成 果 で あ る 知 識 も ， 不 断 の 学
習 や 研 鑽 が 求 め ら れ て い る 。 今 後 ， 情 報 化 社 会 に お け
る 知 識 の 習 得 や 活 用 に も 留 意 し た 中 等 社 会 科 教 育 の あ
り 方 の 更 な る 検 討 を 期 待 し た い 。
本 稿 は ， 中 等 社 会 科 教 育 学 会 第 32 回 研 究 大 会 の シ ン
ポ ジ ウ ム 『 「 ゆ と り 世 代 」 を 教 師 と し て 迎 え 始 め た 中
等 社 会 科 教 育 界 一 「 失 わ れ た 10 年 」 批 判 に 社 会 科 教
註
1 ) 小 学 校 と 中 学 校 の 学 習 指 導 要 領 は 平 成 10 年
(1998 年 ） 12 月 14 日 に 告 示 さ れ ， 平 成 14 年
(2002 年 ） 度 か ら 実 施 さ れ た 。 高 等 学 校 の 学 習 指
導 要 領 は 平 成 11 年 (1999 年 ） に 告 示 さ れ ， 平 成
15 年 (2003 年 ） 度 の 第 1 学 年 か ら 学 年 進 行 で 実
施 さ れ た 。 本 稿 で は ， 平 成 10 年 版 と 称 す る 。
2 ) 大 手 進 学 塾 の 「 公 立 小 学 校 は ， 円 周 率 は 3.14 で は
な く 3 と 勉 強 す る 」 の ポ ス タ ー に 代 表 さ れ る よ う
に ， 知 識 量 の 減 少 を 懸 念 す る 論 調 が 多 々 見 ら れ た 。
3 ) 中 央 教 育 審 議 会 教 育 課 程 部 会 「 第 10 回 生 活 ・
総 合 的 な 学 習 の 時 間 専 門 部 会 」 （ 平 成 19 年 9 月 4
日 ） で は ， 「 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 は ， 事 例 集 や
教 科 書 が な く ， 教 師 の 力 量 に 左 右 さ れ る 。 」 と 整
理 し て い る 。
4 )  O E C D の P I S A 調 査 は ， 2003 年 の 結 果 が 公 表 さ
れ た 平 成 16 年 (2004 年 ） に ， 前 回 調 査 (2000
年 ） で 1 位 だ っ た 「 数 学 的 リ テ ラ シ ー 」 が 6 位
ヘ ， 「 読 解 力 」 が 8 位 か ら 14 位 へ 急 落 し た 。 さ
ら に ， 2006 年 調 壺 結 果 が 公 表 さ れ た 平 成 19 年
(2007 年 ） も 順 位 は さ ら に 低 下 し ， 「 数 学 的 リ テ
ラ シ ー 」 は 6 位 か ら 10 位 に ， 「 読 解 力 」 は 14 位
か ら 15 位 ま で 低 下 し ， 「 学 力 低 下 」 へ の 懸 念 が
「P I S A シ ョ ッ ク 」 と 呼 ば れ ， メ デ イ ア で 取 り 上 げ
ら れ た 。
5 ) 中 央 教 育 審 議 会 の 答 申 『 幼 稚 園 ， 小 学 校 ， 中 学
校 ， 高 等 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 の 学 習 指 導 要 領 等
の 改 善 に つ い て 』 （ 平 成 2 0 年 (2008 年） 1 月 17
日 ） に お い て ， 平 成 10 年 版 学 習 指 導 要 領 の 現 状
と 課 題 を 総 括 し て い る 。 そ の 総 括 を 踏 ま え て ， 平
成 2 0 年 版 学 習 指 導 要 領 の 方 向 性 が 示 さ れ た 。 中
央 教 育 審 議 会 「 幼 稚 園 ， 小 学 校 ， 中 学 校 ， 高 等 学
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師 は ど う 応 え る の か 一 』 （ 平 成 25 年 11 月 2 日 ， 於 ：
筑 波 大 学 ） に お け る 発 表 を も と に 大 幅 に 加 筆 修 正 し
た も の で あ る 。 な お ， 本 稿 は 執 筆 者 個 人 の 見 解 を も と
に ま と め た も の で あ り ， 所 属 機 関 の 見 解 で は な い 。
本 稿 を 脱 稿 し た 後 ， 平 成 26 年 11 月 20 日 付 で 文 部 科
学 大 臣 は 中 央 教 育 審 議 会 に 次 期 学 習 指 導 要 領 の 改 訂
に 向 け た 諮 問 を 行 っ た 。 諮 問 理 由 に は ， 「 ア ク テ ィ ブ
ラ ー ニ ン グ 」 と 呼 ば れ る 子 供 た ち が 主 体 的 に 学 び に 参
画 す る 学 習 手 法 が 例 示 さ れ て い る 。 こ れ は ， 平 成 10
年 版 学 習 指 導 要 領 で 目 指 し た 主 体 的 な 学 び ， 「 「 学 び
方 」 を 学 ぶ 」 と 極 め て 近 い 概 念 と も い え る 。 従 っ て ，
「 ゆ と り 教 育 論 争 」 と 同 じ 轍 を 踏 ま な い よ う に ， 「 ア ク
テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ ＝ 学 力 低 下 」 と い っ た 「 レ ッ テ ル 張
り 」 に 陥 ら ず ， 子 供 の 学 び の あ り 方 を 問 い か け る 次 期
学 習 指 導 要 領 改 訂 に 向 け た 議 論 を 注 視 し た い 。
校 及 び 特 別 支 援 学 校 の 学 習 指 導 要 領 等 の 改 善 に つ
い て （ 答 申 ） 」 151 ペ ー ジ ， 2008 年
6 ) 小 学 校 と 中 学 校 の 学 習 指 導 要 領 は 平 成 20 年
(2008 年） 3 月 28 日 に 公 示 さ れ ， 小 学 校 で は 平
成 23 年 (2011 年 ） 度 か ら ， 中 学 校 は 平 成 24 年
(2012 年 ） 度 か ら 実 施 さ れ た 。 高 等 学 校 の 学 習 指
導 要 領 は 平 成 21 年 (2009 年 ） に 公 示 さ れ ， 平 成
25 年 (2013 年 ） 度 の 第 1 学 年 か ら 学 年 進 行 で 実
施 さ れ て い る 。 本 稿 で は ， 平 成 2 0 年 版 と 称 す る 。
7 ) 桑 原 (2011) は ， 「 大 き な 社 会 科 ， 小 さ な 社 会 科 」
と 称 し て ， 社 会 科 が 時 代 に よ っ て 系 統 性 重 視 と 総
合 性 重 視 の な か で せ め ぎ 合 い 揺 れ て き た ， と 整 理
し て い る 。 桑 原 敏 典 「 4 章 1 節 危 機 を 迎 え た 社
会 科 の ア イ デ ン テ イ テ ィ 」 片 上 宗 二 編 『 混 迷 の 時
代 ‘ ‘ 社 会 科 " は ど こ に 向 か え ば よ い の か 』 明 治 図
書 132 - 142, 2011 年
8 ) 中 央 教 育 審 議 会 「 21 世 紀 を 展 望 し た 我 が 国 の 教 育
の 在 り 方 に つ い て （ 第 一 次 答 申 ） 一 子 供 に 「 生 き
る 力 」 と 「 ゆ と り 」 を 一 」 5 5 ペ ー ジ ， 平 成 8 年
(1997 年） 7 月 19 日 答 申
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